
　

私
が
父
と
一
九
六
七
年
の
封
切
り
の
時
に
見

た
岩
波
の
記
録
映
画
『
夜
明
け
の
国
』
が
Ｄ
Ｖ

Ｄ
ブ
ッ
ク
で
出
版
さ
れ
た
事
は
、
私
に
と
っ
て

懐
か
し
い
嬉
し
い
事
で
す
。

　

三
年
程
前
に
、
色
褪
せ
て
傷
み
も
有
る
映
画

フ
ィ
ル
ム
が
土
屋
先
生
の
知
る
と
こ
ろ
と
な

り
、
二
〇
〇
六
年
七
月
十
六
日
、
専
修
大
学
で

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（「
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
の
﹁
文
化

大
革
命
﹂―
―
映
画『
夜
明
け
の
国
』を
め
ぐ
っ
て
」）

が
行
わ
れ
、私
も
資
料
を
提
供
し
、発
言
し
て
、

楽
し
ま
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
頃
、
偶
然
に

か
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
「
日
本
映
画
専
門
チ
ャ

ン
ネ
ル
」
で
傷
・
退
色
の
無
い
物
が
放
送
さ
れ

ま
し
た
。
土
屋
先
生
ら
は
『
夜
明
け
の
国
』
の

研
究
に
力
を
入
れ
、
こ
の
た
び
Ｄ
Ｖ
Ｄ
ブ
ッ
ク

を
出
版
。
こ
の
辺
の
い
き
さ
つ
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ
ブ
ッ

ク
に
詳
し
く
書
い
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ま
だ
お

求
め
で
な
い
方
に
は
是
非
お
薦
め
致
し
ま
す
。

　

Ｄ
Ｖ
Ｄ
ブ
ッ
ク
を
見
て
私
が
初
め
て
知
っ
た

の
は
、
移
動
映
写
隊
の
山
村
の
放
映
シ
ー
ン
に

二
種
類
の
版
が
有
る
事
で
す
。

　

話
が
横
道
に
そ
れ
ま
す
が
、
当
時
の
様
子
を

紹
介
し
ま
す
と
、
文
化
大
革
命
と
一
言
で
言
っ

て
も
、
大
ざ
っ
ぱ
に
分
け
て
、
林
彪
生
前
と
死

後
に
分
け
て
、
日
本
に
輸
入
さ
れ
る
中
国
国
内

出
版
物
の
様
子
に
硬
軟
の
差
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

一
九
六
六
年
八
月
下
旬
、
紅
衛
兵
が
街
の
古

い
看
板
を
壊
し
新
し
い
看
板
に
掛
け
変
え
、
八

月
二
十
三
日
、『
人
民
日
報
』
に
「
工
農
兵
要

堅
決
支
持
革
命
学
生
」
と
「
好
得
很
」
の
社
説

が
発
表
さ
れ
て
以
来
、
神
田
神
保
町
や
善
隣
学

生
会
館
の
中
国
書
専
門
店
に
は
政
治
や
階
級
闘

争
の
出
版
物
し
か
輸
入
さ
れ
な
く
な
り
、
文
学

書
は
香
港
三
聯
書
店
・
香
港
中
華
書
局
・
香
港
商

務
印
書
館
の
複
製
本
し
か
輸
入
さ
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
れ
ら
の
本
は
中
国
国
内
の
物
で
は
な

い
の
で
、国
内
で
何
が
出
版
さ
れ
て
い
た
の
か
、

何
を
読
む
事
が
許
さ
れ
て
い
た
の
か
は
全
く
不

明
で
し
た
。
日
本
の
新
聞
に
は
紅
衛
兵
が
古
い

本
を
焼
い
た
と
か
の
報
道
が
載
り
、
私
は
「
中

国
人
民
と
共
有
で
き
、
政
治
色
の
少
な
い
本
」

に
飢
え
て
い
ま
し
た
。

　

ま
れ
に
『
電
工
基
礎
知
識
』（
文
革
前
に
出
版

さ
れ
た
本
の
一
九
六
八
年
頃
の
再
刷
本
、
初
め
に

毛
主
席
語
録
の
一
節
が
加
え
ら
れ
た
か
）
や
、
一

九
六
七
年
頃
の
書
き
下
ろ
し
の
、
蚕
や
桑
に
関

す
る
本
を
店
頭
で
見
つ
け
た
時
は
、
周
囲
が
政

治
闘
争
の
印
刷
物
ば
か
り
だ
っ
た
の
で
、
自
然

科
学
書
で
さ
え
新
鮮
に
感
じ
、
必
要
も
無
い
の

に
買
っ
て
し
ま
っ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

　

一
九
六
六
年
八
月
下
旬
に
紅
衛
兵
が
街
に
出

て
か
ら
、
一
九
六
九
年
四
月
の
中
国
共
産
党
第

35
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『
東
方
』
五
五
号
に
書
い
た
、毛
主
席
が
「
同

志
た
ち
万
歳
」
と
呼
び
か
け
た
と
称
す
る
放
送

の
件
、
一
九
六
六
年
秋
当
時
の
私
は
北
京
放
送

が
同
じ
事
を
反
復
し
て
放
送
す
る
習
慣
と
は
知

ら
ず
、「
ま
た
放
送
し
て
る
。ま
た
放
送
し
て
る
」

と
思
い
つ
つ
、
遂
に
録
音
を
取
り
損
ね
た
と
い

う
残
念
な
経
験
が
有
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
私

は
「
あ
れ
は
林
彪
が
『
人
民
万
歳
』
と
言
っ
た

の
を
周
囲
の
人
が
毛
主
席
の
声
と
思
い
込
み
、

大
々
的
に
放
送
し
た
が
、
後
に
間
違
い
と
気
付

き
、
そ
の
後
は
私
の
耳
に
触
れ
な
く
な
っ
た
」

と
の
想
像
も
し
ま
し
た
。

　

最
近
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
のY

ou T
ube

で

「
人
民
万
歳
」
と
い
う
表
題
を
見
つ
け
、
次
に

中
国
の
サ
イ
ト「
紅
軍
旗
」
の
「
毛
沢
東
博
覧
」

http://w
w

w
.m

zdbl.cn

の
「
影
音
資
料
」
に

文
献
紀
録
片
『
走
近
毛
沢
東　

紀
念
毛
沢
東
同

志
誕
辰
一
一
〇
周
年
特
輯　

一
八
九
三
―
二
〇

〇
三
』（
中
央
新
聞
紀
録
電
影
製
片
廠
、
二
〇
〇
三

年
）
を
見
つ
け
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
日
時
を
説

明
せ
ず
に
、
天
安
門
楼
上
で
人
民
服
で
帽
子
な

し
の
毛
主
席
の
「
万
歳
！
」
と
い
う
声
が
聞
こ

え
ま
す
。
字
幕
は
「
人
民
万
歳
」
と
書
い
て
あ

り
ま
す
。
後
ろ
に
は
軍
服
の
林
彪
が
居
ま
す
か

　

一
九
七
二
年
に
は
『
三
国
演
義
』『
水
滸
（
繁

体
字
縦
書
七
十
一
回
本
）』『
西
遊
記
』『
紅
楼
夢
』

が
解
禁
出
版
さ
れ
、
買
い
求
め
、
中
国
国
内
の

新
し
い
動
き
を
感
じ
た
も
の
で
す
。

　

そ
の
林
彪
の
失
脚
を
受
け
て
、
岩
波
が
、
移

動
映
写
隊
の
シ
ー
ン
の
林
彪
が
映
写
に
出
て
い

る
カ
ッ
ト
を
毛
主
席
の
物
に
差
し
替
え
て
い
る

事
に
土
屋
昌
明
先
生
は
気
付
か
れ
た
の
で
し

た
。
あ
の
頃
は
そ
ん
な
事
に
も
気
配
り
を
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
時
代
だ
っ
た
の
で
す
。

　

七
五
ペ
ー
ジ
に
言
及
さ
れ
て
い
る
「
画
面
の

口
と
声
が
合
わ
ぬ
」
件
、
私
は
あ
の
声
は
絶
対

に
周
恩
来
総
理
の
演
説
録
音
を
貼
り
付
け
た
物

だ
と
思
い
、
一
九
六
六
年
九
月
三
十
日
、
国
慶

前
夜
の
国
宴
で
は
な
い
か
と
申
し
上
げ
た
所
、

土
屋
先
生
と
森
瑞
枝
さ
ん
は
国
会
図
書
館
の
関

西
分
館
か
ら
一
九
六
六
年
九
月
三
十
日
の
国
宴

で
の
周
恩
来
総
理
の
演
説
原
稿
及
び
そ
の
前
後

一
年
を
取
り
寄
せ
て
舐
め
る
よ
う
に
点
検
さ
れ

た
が
、『
夜
明
け
の
国
』
の
長
春
の
国
慶
節
の

問
題
の
音
声
に
相
当
す
る
記
事
は
見
つ
か
ら
な

か
っ
た
と
の
事
。
両
氏
に
は
と
ん
だ
手
数
を
掛

け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
で
も
何
時
か
そ
の
講
話

稿
が
見
つ
か
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

九
回
全
国
代
表
大
会
を
経
て
一
九
七
一
年
の
林

彪
の
死
亡
ま
で
の
期
間
は
、
そ
の
よ
う
な
政
治

一
色
の
時
代
に
感
じ
ら
れ
、
私
は
中
国
国
内
の

公
式
の
報
道
や
出
版
物
の
行
間
か
ら
、
何
か
し

ら
の
文
学
的
な
香
り
を
探
し
求
め
た
り
し
て
い

ま
し
た
。
こ
の
辺
の
事
は
、
文
革
は
中
国
国
内

で
行
わ
れ
私
は
「
日
本
と
い
う
国
外
」
に
居
た

と
い
う
条
件
の
下
と
は
言
え
、こ
の
雰
囲
気
は
、

林
彪
時
代
を
知
る
上
で
基
礎
に
据
え
て
頂
き
た

い
前
提
条
件
だ
と
思
い
ま
す
。

　

一
九
七
一
年
、
文
革
版
の
新
し
い
『
新
華
字

典
』
が
出
て
大
喜
び
で
一
九
七
一
年
六
月
初
刷

の
淡
緑
色
紙
装
の
定
価
七
角
三
分
の
平
装
本
、

八
月
初
刷
の
濃
緑
色
塑
料
装
の
薄
凸
版
紙
本
文

の
一
元
一
角
の
精
装
本
な
ど
を
買
っ
て
喜
ん
で

い
た
ら
、
間
も
な
く
林
彪
が
死
に
、『
新
華
字

典
』
は
林
彪
関
係
の
字
句
を
書
き
換
え
た
本
が

出
ま
し
た
。
同
年
十
一
月
北
京
第
四
次
印
刷
と

い
う
、
薄
凸
版
紙
本
文
、
定
価
一
元
一
角
の
藍

色
塑
料
封
套
の
精
装
本
が「
凡
例
」の
末
に「
不

会
漢
語
拼
音
的
読
者
怎
様
使
用
『
新
華
字
典
』」

と
い
う
文
章
を
加
え
て
い
る
の
は
実
は
「
林
彪

関
係
を
処
理
済
み
」
と
い
う
サ
イ
ン
だ
と
思
い

ま
す
。
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ら
、文
革
中
の
映
像
で
し
ょ
う
。「
毛
沢
東
博
覧
」

の
「
影
音
資
料
」
で
は
、
一
九
六
六
年
八
月
十

八
日
か
ら
八
回
に
わ
た
る
紅
衛
兵
大
会
の
記
録

映
画
が
林
彪
の
映
像
や
演
説
ま
で
削
除
な
し
で

収
め
て
あ
る
の
で
驚
き
で
す
。
第
七
回
の
映
画

は
『
毛
主
席
永
遠
和
我
們
心
連
心　

毛
主
席
第

七
次
検
閲
文
化
革
命
大
軍
』（
中
央
新
聞
紀
録
電

影
製
片
廠
・
中
国
人
民
解
放
軍
八
一
電
影
製
片
廠
聯

合
摂
製
）
で
二
十
二
分
の
映
画
。
始
め
か
ら
十

四
分
す
ぎ
の
辺
に
十
一
月
十
日
午
後
三
時
三
分

に
毛
沢
東
主
席
が
「
同
志
們
万
歳
！
」
と
呼
び

か
け
た
と
い
う
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
付
き
で
、「
万

歳
！
」と
い
う
音
声
が
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

毛
主
席
は
赤
い
襟
章
の
軍
服
と
軍
帽
で
す
。
私

が
四
十
二
年
前
に
聞
い
た
日
本
語
北
京
放
送
の

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
は
毛
主
席
が
「
同
志
の
皆
さ
ん

万
歳
」
と
呼
び
か
け
た
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

「
人
民
万
歳
」で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
、

十
一
月
十
日
に
は
軍
帽
で「
同
志
們
万
歳
！
」、

別
の
日
時
に
人
民
服
で
「
人
民
万
歳
！
」
の
可

能
性
は
有
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私
の
記
憶

で
は
文
革
中
に
毛
沢
東
主
席
の
肉
声
が
公
開
さ

れ
た
の
は
こ
の
時
と
、
共
産
党
第
九
回
全
国
代

表
大
会
だ
け
で
し
た
（
一
九
七
三
年
の
共
産
党

十
大
で
の
毛
主
席
の
声
は
改
革
開
放
後
に
初
め
て

聞
き
ま
し
た
）。

　

と
は
言
え
私
は
初
老
の
耳
、
こ
れ
以
上
の
評

論
は
避
け
ま
す
。

　

余
談
で
す
が
、
土
屋
昌
明
先
生
は
「
中
国
の

性
愛
文
献
」
を
連
載
な
さ
っ
て
い
る
土
屋
英
明

先
生
と
は
別
人
で
す
。
親
戚
関
係
で
も
な
く
偶

然
の
相
似
で
す
。

　

中
国
人
で
文
革
の
研
究
書
を
書
か
れ
て
い
る

金
春
明
氏
も
私
と
は
別
人
で
す
。
ま
だ
お
会
い

し
た
事
が
有
り
ま
せ
ん
。

　

長
春
の
国
慶
節
の
シ
ー
ン
の
音
声
が
周
総
理

で
あ
る
と
す
る
私
も
、
最
近
少
し
寄
る
年
波
を

感
じ
、
主
張
す
る
元
気
も
弱
っ
て
来
ま
し
た
。

人
間
、
年
を
取
り
た
く
な
い
話
を
次
に
ご
紹
介

し
ま
す
。

　
「
再
び
毛
沢
東
主
席
の
演
説
録
音
か
ら
」
を

『
東
方
』
一
六
七
号
に
載
せ
て
頂
い
た
後
、
い

わ
ゆ
る
「
師
哲
回
想
録
」
が
日
本
語
版
で
も
出

版
さ
れ
ま
し
た
が
、
老
人
の
記
憶
と
い
う
物
は

ア
テ
に
な
ら
な
い
で
す
。
師
哲
氏
の
回
想
録
で

は
、
一
九
四
九
年
十
二
月
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
に

乗
っ
て
十
六
日
に
モ
ス
ク
ワ
駅
に
着
い
た
毛
沢

東
主
席
は
風
邪
を
ひ
い
て
い
て
、
ソ
連
側
か
ら

『
人
民
中
国
』
は
中
国
で
編
集
・
発
行
さ
れ
る
日
本

語
雑
誌
で
す
。
政
治
、
社
会
、
考
古
、
歴
史
、
美
術

な
ど
幅
広
い
分
野
の
最
新
情
報
を
満
載
。

ご
希
望
の
方
に
見
本
誌
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

☎
０
３
（
３
９
３
７
）
０
３
０
０　

東
方
書
店
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族
自
治
区
成
立
50
周
年
◆

快
楽
学
唱
中
文
歌
・
張
靚
穎
『
新
不
了
情
』
ほ
か
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の
配
慮
も
有
り
、
演
説
を
省
略
し
演
説
原
稿
を

報
道
関
係
に
配
布
し
演
説
に
代
え
た
と
師
哲
氏

は
回
想
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
を
見
て
私
は

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

　

一
九
八
○
年
前
後
で
し
ょ
う
か
、『
ド
ゴ
ー

ル
と
毛
沢
東
』
と
い
う
西
側
の
テ
レ
ビ
番
組
を

日
本
の
Ｎ
Ｔ
Ｖ
が
放
送
し
ま
し
た
。
そ
の
中

に
、
毛
沢
東
主
席
が
厳
寒
の
モ
ス
ク
ワ
駅
で
白

い
息
を
上
げ
な
が
ら
原
稿
を
読
み
上
げ
て
い
る

「
…
…
及
世
界
愛
好
和
平
人
民
的
共
同
努
力
」

か
ら
「
中
蘇
友
好
与
合
作
万
歳
！
」
ま
で
の
音

声
が
は
っ
き
り
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
語

翻
訳
字
幕
が
今
一
だ
っ
た
の
で
、
早
速
私
は
国

会
図
書
館
に
行
っ
て
、『
人
民
日
報
』
は
見
当

た
ら
な
か
っ
た
の
で
当
時
の
香
港
の『
大
公
報
』

に
載
っ
て
い
る
新
華
社
の
記
事
を
見
つ
け
ま
し

た
。
新
華
社
の
前
書
き
と
し
て
、
毛
主
席
は
モ

ス
ク
ワ
駅
で
「
拡
音
器
」
の
前
で
以
下
の
演
説

を
発
表
し
た
と
あ
り
、
本
文
は
Ｎ
Ｔ
Ｖ
の
音
声

と
一
致
し
ま
す
。
ま
た
、
皮
肉
な
事
に
Ｎ
Ｔ
Ｖ

で
は
毛
主
席
の
背
面
少
し
離
れ
た
所
に
立
つ
師

哲
氏
の
姿
が
映
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

そ
こ
で
私
は
考
え
ま
し
た
：
風
邪
ひ
き
や
厳

寒
に
よ
っ
て
、
師
哲
氏
の
ロ
シ
ア
語
同
時
通
訳

は
省
略
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
れ
を
年
を
経

た
後
の
師
哲
氏
は
演
説
自
体
が
省
略
さ
れ
た
と

思
い
違
え
て
、「
回
想
録
」
に
書
い
た
の
で
し
ょ

う
。
長
旅
で
師
哲
氏
自
身
も
疲
れ
て
い
た
と
思

い
ま
す
。
悪
意
の
ウ
ソ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

た
だ
、「
回
想
録
」
が
出
版
さ
れ
る
と
、
そ
れ

が
一
人
歩
き
し
始
め
、
天
下
の
人
民
出
版
社

の
『
毛
沢
東
文
集
』
第
六
巻
は
該
演
説
の
表
題

を
「
…
…
書
面
演
説
」
と
し
、
師
哲
氏
の
回
想

の
裏
付
を
取
ら
ず
に
表
題
と
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
今
の
と
こ
ろ
、
中
国
国
内
の
様
々
な
現
代

史
の
出
版
物
で
は
、「
書
面
演
説
」と
い
う
説
と
、

「
マ
イ
ク
ロ
フ
ォ
ン
の
前
で
」と
い
う
説
が
半
々

の
よ
う
で
す
。

　

中
華
人
民
共
和
国
は
一
貫
し
て
孫
文
を
尊
重

し
、
孫
中
山
先
生
と
呼
び
別
格
に
待
遇
、
文
革

中
の
十
年
間
で
も
、国
慶
節
に
は
、マ
ル
ク
ス
、

エ
ン
ゲ
ル
ス
、
レ
ー
ニ
ン
、
ス
タ
ー
リ
ン
に
並

び
、
天
安
門
の
毛
主
席
の
写
真
の
真
向
か
い
に

は
孫
文
の
写
真
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

一
九
八
六
年
、
中
国
唱
片
公
司
上
海
分
公
司

か
ら
『
孫
中
山
先
生
講
演
』（
編
号
Ｈ
Ｄ
‐
三
一

三
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
）
が
出
ま
し
た
。
孫
文
の

肉
声
の
標
準
語
の
二
段
と
、
そ
の
第
一
段
の
粤

語
つ
ま
り
広
東
語
の
肉
声
か
ら
成
り
、
貴
重
な

資
料
で
す
。

　

今
年
六
月
、Y

ouT
ube

で
「
大
陸
不
敢
播

的
完
整
版
国
父
原
音
」
と
い
う
肉
声
録
音
に
気

づ
き
ま
し
た
。
そ
れ
を
ア
ッ
プ
し
た
人
は
、
中

国
本
土
で
放
送
さ
れ
た
孫
文
の
肉
声
録
音
が
、

冒
頭
の
数
分
間
し
か
引
用
さ
れ
て
い
な
い
事
に

不
満
を
感
じ
、「
完
整
版
」
を
ア
ッ
プ
し
た
と

し
て
い
ま
す
が
、
普
通
話
の
第
一
段
と
第
二
段

を
別
々
に
ア
ッ
プ
し
て
い
て
捜
し
づ
ら
い
事
は

さ
て
お
き
、
残
念
な
の
は
、
上
海
版
Ｈ
Ｄ
‐
三

一
三
が
収
め
る
孫
文
広
東
語
の
肉
声
を
ア
ッ
プ

し
て
い
な
い
事
で
す
。
中
国
で
は
文
革
後
、『
孫

中
山
集
外
集
』（
上
海
人
民
出
版
社
、
一
九
九
〇

年
七
月
第
一
版
、
一
〇
六
―
一
〇
七
頁
）
で
広
東

語
の
部
分
を
活
字
化
し
て
い
ま
す
。

　

近
代
史
も
現
代
史
も
、
資
料
の
丹
念
な
分
析

が
大
切
で
、
そ
の
た
め
に
は
、
し
っ
か
り
し
た

資
料
の
提
供
が
望
ま
れ
ま
す
。
学
問
の
目
的
は

「
真
理
と
平
和
」（
学
習
院
院
歌
、
安
倍
能
成
作
詞
）

で
あ
る
事
を
世
界
の
人
々
は
忘
れ
て
は
な
り
ま

せ
ん
。

（
こ
ん
ぱ
る
・
や
す
あ
き　

能
楽
シ
テ
方
金
春
流
宗

家
）
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